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司  会          直井 睦 SAA 

ロータリーソング ♪それでこそロータリー♪ 

会長あいさつ        広木規男会長 

 今日は、二十四節気で「立冬」です。暦の上で

は冬の始まりです。でも暖かすぎますね。皆さん

いかがお過ごしですか。 

 それでは、ニコニコ BOX の起源についてお話し

ます。1905 年に発足したシカゴロータリークラブ

が 5 年経過した頃、社会の公共問題を解決する委

員会を作りました。理事会で社会奉仕事業を決定

すると、予算を立て、通常会費のほかに会員から

資金を集めていました。しかし、自分の関心の無

いことでお金を出すことに面白くない会員が出て

きました。そこで、もう一度ロータリーの原点に

立ち戻って考えてみようという論争が 3 年間も続

きました。長い討議から生まれた結論は、『例会場

の四隅に箱を置き、会員に記念すべきことがあっ

たら、その箱にお金を入れてもらうこと』にしま

した。しかし、入れてもよし、入れなくてもよし、

入れた者は入れたからといって自慢してはいけな

い。入れない者は恥ずかしいと思ってはいけない。 

この様なルールが出来ました。 

これがニコニコ BOX の起こりで、1924 年の事で

した。今から 100 年前の話です。 

 日本のロータリークラブでのニコニコ BOX の 

始まりは、別の機会にお話します。 

幹事報告           猪口又雄幹事 

＊今月のガバナー月信に、2550 地区各グループか

らの「ポリオデー活動報告」が掲載されていま

すので、ガバナー事務所のホームページから是

非ご覧下さい。 

＊令和 6 年の年賀広告依頼が来ています。例年通

り下野新聞・真岡新聞に掲載をお願いします。 

ロータリーの友紹介      長尾俊介委員長 

＊横組み 33 頁「歴史を学ぶへそ祭りスタンプラリ

ー」富良野 RC の記事です。 

＊横組み 16 頁「大田区のシングルマザーに食育と

就労機会を」の記事ですが、これは、大田区の

母子家庭における食の貧困の解消と、就労機会

拡大のためグローバル補助金を通して台湾・台

北芙蓉 RC からの支援を受けた記事です。 

 記事を読んで、日本も海外に支援するだけでは

なく、日本国内の生活困窮者に海外からも支援

を受けるときではないかと思いました。 

ニコニコ BOX        萩原新也会員 

佐藤君  本日卓話です。宜しくお願いします。 

佐藤浩君 12 日日曜日は、美里学園の学園祭です。 

     皆様のお越しをお待ちしています。 

＜佐藤広志会員、卓話ありがとうございます＞ 

  猪口君 大島君 小幡君 河原君 佐藤浩君 

  関口君 高橋さん 塚本君 富田君 直井君 

  直井康浩君 萩原君 日下田君 平野君 

  広木君 藤原君 牟田君  



 

卓 話            佐藤広志会員 

   「古希のクラス会」から思うこと 

 古希の集まりが先月、10 月 28 日(土)茂木町内の 

料理店で行われました。 

昭和 28 年生まれ、茂木中学校昭和 43 年度卒業の 

3 年 4 組。担任は渡辺園子先生。１クラス４１人 

で、メンバーには「青い山脈」の卓話をしていた 

だいた中村強君、前栃木県教育長の宇田貞夫君、 

クラブの親睦旅行でお世話になった熊本県黒川温 

泉「夢りんどう」女将の小林美代子さん達です。 

 このクラス会をきっかけに、今後の自分自身の 

ことについて考えてみました。 

 

＜クラス会の感想＞ 

 ・働いているという人は少ないですが、皆、昔 

と同じ顔、性格も変わらず懐かしかったです。 

「あと何回会えるだろうね」という話になり 

翌日、本屋に行きました。 

 

＜７０歳関連の本を購入＞ 

 ・６０歳以上の関連本が３５０冊あるそうです。 

  その中から購入した本を紹介します。 

 「７０歳からの老けない生き方」 和田秀樹 

 「７０歳のたしなみ」 坂東眞理子 

 「古希に乾杯」 引兼憲史 

 「71 歳、74 歳夫と 97 歳義母と大人だけで楽し

く暮らす」 もののはずみ 

 「夫の後始末」 曽野綾子 

 ・この中で、「71 歳、・・・」の普段の何気ない

生活を描いた本が面白かったです。 

＜益子ロータリークラブ諸先輩から＞ 

 ・クラブ会員数は、現在 31 名。平均年齢 68 歳 

  70 歳以上の会員は、15 人います。その諸先

輩からたくさん生き方を学べると思いました 

・皆さんお元気で、よく食べ、よく飲み、よく

遊びます。仕事もして、趣味のゴルフや旅行

を楽しんでいます。話題も豊富です。 

・様々な社会奉仕に参加をし、地域貢献してい

ます。 

＜現在の自分自身を振り返って＞ 

 ・朝 7：30 出勤して午後 5：30 頃まで仕事をし

ています。少しやり過ぎていないかと思い、 

  12 月で 70 歳になったら、帰る時間を早めよ

うかと思っています。 

 ・現在、法人創立 45 年目なので、50 周年を迎

えたら事業継承をしようかと思っています。 

 ・自宅に於いての自分の役割は、毎週月曜日と

木曜日のゴミだしをしています。 

 ・自宅にフィットネス部屋を作りまして、毎週

火曜日と日曜日にパシフィックスポーツか

ら自宅に指導に来てもらっています。 

  1 時間柔軟体操を指導してもらっています。 

＜今後の生活＞ 

 ・夏の部屋(風が吹き抜ける涼しい部屋を１階に 

 ･冬の部屋（一日中陽が当たる温かい部屋を２

階に作りたい） 

 ・庭に、畑、花壇、果樹を植える。去年、栗と

イチジクを植えました。 

 ・パソコンを活用する。買い物など。 

  また、ケータイ電話の「Siri」を活用して呼

びかけ音楽を聴く。「Alexa」も同じように楽

しめます。 

 ・趣味のランニング(少し厳しい)、登山、旅行

を楽しむ。その時出会ったアルバイトの若い

子達から、リゾート・バイトというものを聞

きました。夏は、涼しい北海道でバイトをし

て、冬は沖縄でバイトをする。うらやましい

と思いました。自分には何ができるか・・・ 

 ・遊ぶ時は子供のように遊ぶ。 

 ・お金は、自分のために使って家族には残さな

い。もし余財が出来たら、宗教法人や社会福

祉法人などに寄付をすれば税金がかかりま

せん。 

 ・孔子の言葉に「知らないよりは知ってるほう

がいい、知っているよりは好きなほうがいい  

  好きよりも楽しんだほうがいい」とあります 

 ・これからも、楽しく過ごしていかれればいい

なと思っております。 


